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林木種子の精選と其の貯藏法

農林省林業試瑕場淺川支場

技官小山良之助
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1、前書き 、

主要な林木菰子はその結鐡に著しく蝋I刈があるばかりでなく､'菰子そのものの毒命も農諜用蔀子に

比べて概して短いから､r恋業に差支謬、ないやうに式るためには、幾年に久双の種子を採って其必中の 

優良な亜子髭碓変な方法で貯薮〆して置かねばならない。そして貯識の種子を播種Lた時、それから川 

來る苗木が新しい甑子からのものと、その生育が鍵らないやうでなければならない。との融について 

は内外の學者に依って色z『な貯戯方法が研究されているが、何れも一長一短で我々に滿足を與へるや

うな簡軍で有效な方法は詮りない。,そこで長い間の研究と經臓とによって取敢ず覗業上役立つやうな

.万法が判ったので、錘にこれを御紹介する課である。 •・

本研究に常って維始御摺導を賜った現支場畏長谷川考三博士に衷心より感謝すると同時に御助言 
を賜った林難試験場坂口技官及び當蝪草下技官、中野技官、野原技官,岩田技官､佐久本､新町雨助 

手各位に深く謝意を表する次第である。
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未鯖選種子の中には形態のみを具へて胚を炊くものもめり、胚は術へても活力のないものもある。

それに昆虫被害粒を加へれば、ヒノキ、スギ種子等に在っては、避作年産のものでも發芽力旺盛な種

子は全量の竿分にも及ばないのが常である。作稲の不良な場合は使用硬値のある種子は極めて少い。
そこで種子糒遮の目的は直ぐに播甑するものと、後年に術へで貯へるものム中から、価値のない総て

の種子や爽維物を除去することにある。優良な種子ワノみを鐇種すれば遜健な苗が得られるのであるか

ら‘それのみを腺:､虹ば傷みが少<て貯職の効果が著しく華けれる｡-一般に同一地方度の種子では大 
粒にして重き新鮮粒は活力が長く持絞される。今、氷曾、東京雨地方産のヒノキ種子について、比重
別に分けて氷室に貯職し､毎年その發紬を検査してみたところ､重い種子は長生きすることが判 

る。(第一表参照)

B,)風に依る選別法 -1
〃

今尚多く用ひられてゐるものは唐繁であるが、少<もこれでは林水種子に對して‘は選別､も或る程度
浄

蜜でで、充分な分別は出来ないし虫蜜粒等は全く別けにくい｡、

b)アルコールに依る精選法一 一

アルコールを用ひで比重選別するのは、種子の周園に樹脂があって水であると気泡を生じて良く種

子と液とが密着しないからその選別に困雌なのびアルコールを使用するのである。

アルコールを用ひて種子を選別するには次の様な比重液を用ひる・・

ヒノキ比重0.90アノレコールに水を加へて相當比重とする。

ス ギ '’0.92 歩 . ′

ス ギクク1,14グリセリンに水を加へて州常比重とするC
l
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第一表
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比• 賦 ’検定年度I､木曾地方産 班京地方産
伽考

1.00以上

a 

昭和812
9 〃

97％
93

95％
、86 昭和8年秋採集i

の亀の
10 〃

11 〃
4

51
39 同年12月氷室密,’

13 4 ,2

封貯萩 、i

0.96以上
、

昭和812
・9 〃

卿 7 191

688

400

諏子1kg穂リァ’

1.00未滿 ]0 〃
57､ 333 ドゾール100瓦、

の＆の
11 〃

、 13 4 7
11 一

姿
添加
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0.92以上 昭和：ザ’
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62

0.96未淵 10 〃
■

の«の
11 〃
31 4J
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カラマヅ クか0.81アルコールに水を加へて相當比重とする。
冬

ケヤキ〃夕0.80 少 少

以上の様な比重液を作るにはアルコ目ﾌﾚに少量の水を加へて撹礎枠拝しに症相當富比比重重ととしし、、これに選別し
、一

ようとまる種子を投入攪枠して浮遊するものを除罰沈沈下下すするるもものは内容充獄鷲であるから取り出しエ
ノグ 

ゆ

く氷選して陰干とする。、

スギに於てはアルコール選後沈下するものを更にグリセリン1.14比重液中に投じ、浮遊するものが

内容充資粒であって、沈下するものは澁種子であるから不要なものである。
＄

今、スギ、ヒノキの種子で内容充貿粒、枇、澁、虫害種子がどのやうな比重に位置するかを一例を

－－－2に一一

あげると第二表の通りであるO"

ス |ギ
桃澁|| 備考

器 一束京一都高尾産昭

|‐ 窪・別 法、

|比重乳00以｣二
〃〃 1.]5～琢00 駒11準秋期採集

〃〃 1.10～1.15
種子 、

供試500粒
〃〃 1.05～1.10

〔〕内醗字は
0β 〃 。 澁粒とする
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第三表ヒノキ

選別 法 束京 地方 產 長野 地方 £ 備 善!
內容充實粒 ～画跪」 虫缶粒 內容充行粒 ant粒 虫害’粒

昭和U年秋期採|

100 kJ：E 443 (57 ■ 〇 490 (10) 〇
〇・"〜！.00 110 390 〇 443

(1570)
〇 集钮子、供找500〔

0.90 〜0.95 75 426 3〇 185 310 5 粒<)內必字(

0.90未滿 5 367 J28 16 332 152 は渣粒とする

こく •しに依るとヒノキ、スギ種子ともに內容充實粒は1.00以上のものに多く又渋粒の大部分も1•〇〇以 

上のうの、中にあるが虫方粒や枇粒は何れも含まれないのである。

-c)石・液に依る選別法 ’-

アルユールに依って種Fを選別］する代りに石鹼の展潛削としての効果を利用したもので、その有効 

炭ス:邊二は〇.;%である。たヾしヒノキ、スギ種子•の選別に有効窟るも他の樹種には適用されない。

石鹼Kの作り方は、粉末石鹼700g &溫湯(知〜9〇。り1〇立に良く溶解し、これに水90立を除々に加 

へ授控しながらL00立の石鹼水(0.7%)を作るのである。

.結朗する号合は、別て用意した小桶核の(1。立入)のものに種子を入れてこれに水5立位を入れ良く

擅拝してに石鹼水を展着せしめ、此〇)-^-を大桶の石鹼水に入れて水面によく擴げると、種子・は

Mち!こ浮沈するから浮遊せるものを取除き、一更に殘りの一上を投入して浮を除去し、これを三、四回 

匂’:返して沈ドせる僅子があまり水を吸收しない中に取り出して良く水選し水を切って陰干とずる〇  ー沈 

下した"ロ•を手小く取・るため石,’効K桶に笊を入れ子•にして沈ませ、.たれに小桶で濕らせた極子を入れ 

て浮沈せしめると能や的である。かくして沈下したものはヒノキ碰子にありてほ內容充實粒の大标分

と,謨くてせい滩通T・のみであって虫害籾や枇は含まれていない。虫害粒除去について風選と石鹼水選 

とを比段してみると第四表の如くである。

第四表 、

選 別 法 內容充實粒 球r粒
末 結 選 拓-子 fi7 r355

1A 迥一だ:轲子 1<；0 .227
風趙二辱種子 42 347
/< «三番•林子 5 442
石噗7女にて沈降せる耗于 • 405 _ (95)
石【熒正にて浮きたる种手 46 375

虫害粒 備'考

■78 
113 

J11 
53_

昭和】1年秋期採史

JK京地方産ヒノキ 

供«、500粒
〇- C )內數字は澀

79- 粒

即ち風選では虫害粒は完全If除去出來ないが、石鹼水選では、はつまリと風別することが出來るの 

である。石鹼水で沈下したヒノキ種子を更に風選すると薄くて重い波種?"は飛んでしまって內容充實 

粒うみの、優良種rが得られることになる。

；」貯藏用種了・の乾燥 • - ■. .

-一般に本邦産針票樹種子・の成熟期は］-月采日頃迄であるから、採集の上精選を行ってから氣温の底

神子E诲には楝々あるが一般に林木種子に於てほ空氣製燥を普通とL、人工乾燥を必要としない

-のみならす陽光照射,て依る方法はさけ普通,陰干とするeしかるに連日降兩のため空中濕氣が多く種子

が徴生物に犯される危險があると稷めた場合は極端;なる乾燥法を避けて低瘟で水分吸殆緩漫である术

灰や、アドゾーハを適容量遅用(特に妲に入れる)’して共の曲剩なる水分を除去することが必要であ

る。特に•嚴選を行った內容充實杭りみの蔭良卩•子を多く容器に入れて貯蔵又は播種［時期まで保存する

場合はこの點に充分なる注意をしなければならない。

4、秋子の貯藏 •

種子の活力保存•には乾燥歩つ低溫におくニとが第一條件である。秋子は休眠の狀態にあって尙呼吸

作用を營み常にその活力を消耗してゐるから、この生活作用を極度に抑制するたあには種子•及び容器

. 內の乾燥と活力消耗抑制劑を必要とする。

■ a)水分吸着剤,

» 種子の保生には乾躁が必要であるから共の程度は舞T・に依って自ら相違があるが一般に農作物の種

子及び針葉樹の小粒種子等は殆んど乾燥のため其の活力を喪失することは少く、かへって乾燥するに

從ひ外圍の條件殊に溫度に對する抵抗を珀すものである。
ヽ^ /

短孑乾燥劑には嗣々あるが、要は事業的に取扱ふ場合種子の活力を保持すること、取扱ひ客易なる

もの、價格抵廉・なること、庄小容積にして最大の吸水効果をあげ得ることである。

以上0)樣な祿件を具備するものは酸性白土(アドゾール｝である。このアドゾールに依って二、三林

木種子の耐乾に關する調查をしたる結果は第五表の通りであ・る。

貯戡方法

い

赂蔽 (m］ 始而 
標準1乾烬伽無添加:' 

ーデ订テー3葡福厂-］厂 
5〃 

】0〃 
20〃 
46〃 
60〃 

め〃 
100〃 ・ 

祝〃 
30〇〃

V
tr
3 一•

M 
" 
〃・

第五表 J

境 
ヒノキ

ーう厂
61

券
ス ヾ

39%
18
22
32

アス+ ロ アカマツ 備 考

• 47% 86%
〇 84- 昭和10年秋險 集、

〇 8826 俺子は】封度瓶に入

79
79
77
85
87
82

—

36 
・33

32
35
35
36
36
40

〇 G8 れて密封常溫室內にQ ヽ 89 れて密封常溫室內に 

〇 9830 阻き宠芽’5を检定、

2 90 (昭和11年3、月〜同年

〇 87 12月迄)'
5 90
6 86

上我に依ればヒノキ、スギ、アスナロ等はアドゾールの眞が多くなっても乾燥のため活力を踱失す

る心配はないが、アカマツの如きはあまり‘乾燥劑の垣:について影響がない。尙別にヒノキ種子につい

てーアドゾールの使用員を調査したところ第六表の如者結果を得た。、

3 4



第 六 表

貯・ 蔵 方 法 殺芽率 伽 考

貯 
貌洛

藏 前
染削無添加)

50« 
,109 
250 
500 
750 

1000 
1500 
2000

90%
45 昭和2年採集

アドゾーレ孙子1g沛り 
n

56
50
54
34
48
55
52
52

同年12月氷室轡封

貯藏

昭利14年3月檢寇

添加藥削 發芽率 俯 考

貯 域 前 90%
標準<嘆削無祐加) 45 昭和10年12月
アドゾール 100g 50

氷室密封貯蔵アド財—ノレ I00 62
硫化加里 
アドゾール

50.
100

62

87
昭和14、年3月

硫化加里 100
100
250

87

88
檢定

100
500 ヽ88

„ 715000 88

"
1010000 88

"
1510000 187

"
100

2000 86

以上に依れば種子1息當リ硫化加里の事業的使用量は1〇〇瓦であるが、それ以上入っても硫化加里

の場合に於てほ種子に惡影響を與へることがない〇そこで種守1迎當、アドゾール100瓦、硫化加里・

100瓦を使用して各樹種を滿6ヶ年間貯藏した結果【&第8表の通りである。

第八表

樹 和・ 貯栽方法
昭和1】年12月 
開始前賤芽率

昭和18年3月 

貯蔵後發芽率
備 考、.

ヒノキ
A 98% 55% 氷室密封貯藏

Z.B / 98 91 Aは種子1kg,當

ス ぎ
A ,
B

• A
B

91
“ 91

95
95

57
71
51
89

Tドソール100g

Bは:®子1kg當

サハラ アドゾール100g

ア・•ナロ
A 56 40

硫化加里100g

B . 56 53 を入れて貯藏した

A . 82 - 84 ものである。•

アカマッ B 82 9〇.

A,' 68 53
トドマッ B • 68 72

A 85 85
ェ9rマッ B 85 88 /

A 83ヽ 71
カラマツ B * 83 73

-A 88： 83
・毛 W B 88 • 86

上表に依るとヒノキ、スギ、サハラ、アスナロは硫化加里使用のものは、著しく發芽率を保持した 

がその他の樹種に於てはあまりその効果が判然としなかった。

5、貯藏容器・

種子の活力保持上乾毬が心要條件なることは前述の通りであって、貯藏容器內の:乾燥を榛持するた

めに容器の完全なるものを使用しなければならない。されば貯藏容器としては

ー、嚴封操作ゆ行へる容器なること。

二、 濕氣などのため腐蝕せ«る容器たること。

三、 取扱上適度の大いさを備へるもの。

四、 貯藏個所に密集格納出來る型たること。 I

五、 破損及防濕上憂ひな苦材料たること。

これらの條件を具備するものは”第一圖の樣な型の亜鉛引鎌(亜鉛板は26番の厚みのものが適當で 

ある。)がよいとされる。

この亜鉛引鐵板製の貯藏鏡に小穴があるや否やを檢するには少蛍のガソリンをスれて良く廻してガ

•ソリンの洩れる小穴に注意する二とである。又入口の完全な密封には圖の樣な二重蓋式を安全とする 

のである〇尙各樹種についての本貯藏皴の收容能力は第九表を參照せられたい〇

-----5 -------- 6



8、貯藏の時期" •- ••一・•」

然’るに事業に當っては、色々な型の鎌を作るよりも、‘第一器］の樣な縱25粧、橫弱物!、長さM掘にし 

て種子約2)立入鐵の一定型のものとし、藥筒は徑9飆、高さ80梅のもので硫化加果800瓦、7ドゾー 

ノレ8O〇瓦入の藥筒を使用すると大足貯藏で.植巫ねる場合至極便利である。

例へば精選スギ種子でも2〇立で8近位であるから添加の藥剛は一定型の藥筒を用ふると硫化加 

里80D瓦、アドゾール800瓦で［群準添加宜である。もし種子が8近ない埸合でも種子に對する藥劑の 

量が多過ぎても活力の保持上差支へない。尙貯藏庫から取出し遠方に輸送する場合、•この貯藏錦 

を2箇、抱合せて組入とし包裝すると1箇カく30近位であるから取扱も便利で傷まず安全に輸送するこ 

-とが出來る。 ’

6、 貯藏操作

嚴選せられた貯藏用種子は貯藏開始まで充分乾燥して旗哲添加の乾燥劑は良く乾燥してから外氣を 

さくるため密封して冷所に貯へて置く。此の際鹽化コバ刀卜紙を同封して置けば乾燥の度合がよく判, 

,って便利である。即ち密化コバルト紙が靑色でない時は乾燥劑として為効果がないことを俺認し得ら・ 

れる。又币E子.及び乾燥劑を入れると同時に鹽化コバルト紙を入れて置けば檢’定の際貯藏鎌內の泓乾狀 

態が窺えるのである。

次に口蓋部の密封であるが、パラフィンを使用して保仃・する埸合、伯裂を生じたり、取扱中觸れる 

と傷处易く密封の効聚が知らず知らすの間に失ってしまう埸合がある。又、ハンダ付の場合完全に何、 

いスや否やは中々檢重困難である故に二重蓋式にするとよい。尙、貯藏操作を行ふには、降雨や濕額 

の多い日は避け、濕氣の多い場所では操作を行はないことであり、密封操作が終ったならぱ・速かに貝・ 

藏の個所に格納することに心掛けなければならない。

7、 貯藏個所

貯藏個所には種々あるが年平均氣溫低く且つ最高最低の較差が常に少いむを可とする。この點に於

て氷室は最も良’く風穴、鑛道、穴倉等これに次ぐ。優良なる貯藏個所の温度は年阪高5%以下なるを 

理想とする。實際に於て低溫なる貯藏個所は多くの場合常に潴度が髙いので貯蔵に當って容器の腐蝕 

せぬ様防腐を完全にする樣考慮することが必、要である。

自然にある種子ゐ活・カは氣象と密接なる係關がある。種子の採集當時は所謂晚秋の候であるから氣

溫、濕况は未だ相當に高いが、脫離精選など行ってゐる中に漸次下降を來して十二月よけ二月は一年 

中に於ける低溫期間であるからこれまでに事情の許す限り貯彼をしてしまふことである。

、貯藏稜子:所產苗木の生育

貯藏の効県の終局は發芽率の向上を以て滿足すべ3ではなく、そ&)所產苗木の生育如何が造林事業 

上期侍するところである。•アドゾールと硫化加里在併甬して穴倉に滿亠ヶ年間密封貯藏して共の所產 

苗木の生育狀態セ調杏した結!母は第卜表の通りであ急。

第十・表•

當跡 産 苗 一 玉・
貯藏ガ法. 發芽率

全長 瓦曲电 地上邙長!T) ® 考
地E部長德)

•油 準 13%26.4 糧 8.0 18.4
アドゾール 100瓦 17 32.1 0.56 8.8 23.8 昭和12年4月括孙・

硫Tド化ゾ加ーIレ 100 9031.6 1.15 ' 9.4i 22.1 昭柯15年4月訥/査

": 15000 84 31.6 1.20 9.9 21.2 - 關花査料各1000本宛
100 

.213000 88 30.4 1.40 10.2 - 20.2,
新鮮轲子 , 91 34.0 1.31 10.3 23.7

上表に依ると完全な方法こ貯蔵した所灣幡木‘は新鮮のものに比して何ら生長の變らない結果である

ことが判る。 • 一 ・

」〇、貯液種子分取•扱及ぴ播種上の注意

貯藏極子を播極せんとする時は可成其の直前に•貯蔵個所より取り出すことが以耍である。

如何に貯藏が完全に行はれても貯藏個所より取り出して播種:に至るまでの取扱ひが悪かった時は、

特子は忽ちその活力を減ずる。取出早愛に失して商溫の室內に僅くと廁子。保生上惡く、又止むを得 

ず遠い所に瞼送す弟場合は早めに取出し氣溫の低いうちに株送して到着したら冷所に置く、ことを忘れ 

てはならない。又貯藏種子は貯蔵中乾燥されてゐるから、水浸して播種する事をよしとされ、尤もよ 

いのは水の混った水に裝に冬れてm藤間位浸漬して播種すると發芽がー齊に行はれる。

山、結 び

秋子の精建及ぴ爆藏上注意すべぎ事項ノ

⑴貯蔵鬲種子は嚴重に選刖すること。

從來の風選法では虫害粒、波粒、比匏小にして活力旺盛ならざる種粒の除去が困難であるか 

ら、石敝水(〇・7%)を併用して嚴建すること。

(2) 貯藏用碰子は充分乾臊したものを使用すること。

(3) 容器は二重蓋とし各蓋共嚴重に密封する必要がある。
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林木種子の精選とその貯藏法正誤表

頁 行 誤 1E

第一圖 說盼 種子入れ口断面
.TV

少

静

2. 4 內容充實・で 內容充實粒で

2. 第一表 檢定年度欄 
第3段昭和31. 昭和13

2. 第二表 選別法關
第7 段,06.〇〜0.95

〇
0.9〇〜0.95

3. 第三表 東京地方産 
內容充’實粒第3段75

/>
71.

3.= 7 1.00 立. 100¢

8. • 11 水選 水洗

7. 21 听藤個紡には 貯藝個所け

昭和2 4年7 JJ
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<東京郴由多职郎横’巾村、 
、電話儷川4 • 7 4时
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